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鍵谷
か ぎ や

カナは、伊予絣
い よ が す り

の考案者である。その墓は長楽寺
ち ょ う ら く じ

にあ

り、墓碑には夫の戒名とともに、カナの戒名「慈光妙照信女」

が刻されている。

カナは天明2（1782）年、伊予郡垣生村今出（松山市西垣生

町）に生まれた。長じて同村小野山藤八に嫁し、当時農家の副

業であった伊予結城（伊予縞）という縞木綿の生産に従事して

いた。

カナは創意に富む女性であったようで、享和年間（1801～

1804年）に新しい絣模様を織る方法を発案した。わら屋根に

使った古竹にできた綿目の跡にヒントを得たとか、その他諸説

がある。はじめ青草の汁で糸を染め地機
じ ば た

で織ったが、のち藍染
あいぞめ

を採用し、菊屋新助
き く や し ん すけ

考案による高機
たかはた

を利用して、絣を織り出す

のに成功した。この絣は伊予絣の名で全国に知られるように

なった。

　カナは元治元（1864）年、83歳で没した。

かぎや

鍵谷カナの墓

松山市西垣生町

松山市長楽寺
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